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沖縄島南部の具志頭海岸における完新世離水

サンゴ礁の掘削によるボーリングコアの記載
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Abstract

HoloceneemergedcoralreefsdevelopattheGushichancoastinthesouthernOkinawalsland，theRyu-

kyus・DrillingthroughtheHolocenereefｓａｔＧｕｓｈｉｃｈａｎｗａｓｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｔｏｒｅａchthebasementrockof

TertiarymudstonenamedtheShimajiriGroupwithaboutlOtol5mdepth,andhasobtamedfivedrill-

ingcores・ThesecoressuggestthefollowingcharacteristicsofHolocenereefdevelopmentandsea-level

changes：

First，ＨｏｌｏｃｅｎｅｃｏｒａｌｒｅｅｆｓａｔＧｕｓｈｉｃｈａｎｃｏｍｍｅｎｃｅｄｔｏｈａｖｅｆｏｒｍｅｄｐｒｏｂａｂｌｙａｂout8000yearsBPon

theflatsurfaceaboutlOtol5mbelowthepresentsealevel（"Startup，，phase)．Second，duringthepe‐

riodbetweenabout8000and6000yeaｒｓＢＰ，coralreefsgrewupwardcatchingupwiththerapidsea-level

rise（``Catchup''phase)．Third，coralreefproperformedabout6000yearsBPkeepingupwiththe

sea-leveｌｒｉｓｅ（"Ｋｅｅｐｕｐ，，phase)．Fourth，afterabout6000yearsBP，coralreefsformedlaterallyin

correspondancewithsmallfluctuatioｎｏｆｓｅａｌｅｖｅＬ

石灰岩の海岸地形調査により、約6000年前以降

の海水準変動があきらかにされてきた（河名，

1993)。

一方、具志頭海岸における前期完新世の海面変

動については不明であったが、1992年度の「琉球

大学特定研究」（｢沖縄島具志頭海岸における完新

世サンゴ礁の内部構造に関する地球科学的研究一

掘削法によるサンゴ礁の堆積構造と発達過程の究

明一｣、代表：河名俊男）により、具志頭海岸に

おける完新世離水サンゴ礁の掘削を実施し（図１

参照)、第三紀島尻層群の基盤岩に達する合計５

１．はじめに

沖縄島の南部一帯には完新世離水サンゴ礁が発

達し、それらのサンゴ礁に対応して、当時の海水

準の下で形成された離水ノッチが広く分布してい

る｡上記の南部地域の中で､具志頭（ぐしちゃん）

海岸（図１）には、完新世離水サンゴ礁が最も広

く発達しており、そこでは、これまで主に、表層

のサンゴ礁やそれに対応するノッチなどの海岸地

形が調査され（KawanaandPirazzoli,１９８５；

高橋，1988)、さらに、詳細な表層堆積物および

＊琉球大学教育学部地理学研究室

＊LaboratoryofGeography，ＣｏｌｌｅｇｅｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ，ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆｔｈｅＲｙｕｋｙｕｓ，Ｏｋｉｎａｗａ，903-01,

Japan

*＊防衛大学校地球科学科

＊＊DepartmentofGeosciense，NationalDefenceAcademy，Ｙｏｋｏｓｕｋａ，２３９，Japan
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図１ 沖縄島南部、具志頭海岸における完新世離水サンゴ礁の掘削位置

NO1からNO5は、各々、ポーリングコアの番号に対応する。琉球大学教育学部（1993） による。
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何名・菅：沖縄島南部の具志頭海岸における完新世離水サンゴ礁の掘削による

本のポーリングコアを得た。次いで、1993年度のの記載に際しては、ポーリングコア中のサンゴ化

「宇流麻（うるま）学術研究助成基金」（｢沖縄島石の年代値を加筆し、さらに、それらに基づいて

具志頭海岸におけるサンゴ礁の形成過程｣、河名完新世サンゴ礁の層相図を作成する。

俊男）により、上記ポーリングコアに含まれる1３本稿の記載を踏まえ、さらに、これまでに蓄積

個のサンゴ化石の年代測定を学習院大学・木越研してきた後期完新世海面変動の成果を加え、沖縄

究室に依頼し、１３件の年代値を得た。島における完新世サンゴ礁の形成過程および完新

河名ほか（1995）は、上述した具志頭海岸にお世海水準変動の総括は別稿で行う。

けるサンゴ礁の掘削、ポーリングコア中のサンゴ

化石の年代値、および具志頭海岸においてこれま２．ボーリングコアの記載
で検討してきた後期完新世の海面変動を全体とし

てまとめ、完新世の全般にわたる海水準変動の予各ポーリングコアの記載は、海側から順次陸側

察を行った。に向かって行う。ポーリングコアの採取地点は図
本稿は、具志頭海岸における完新世サンゴ礁の１を参照｡各コアの左側に示される深度(c､）は、

内部構造を考察する上で欠かせない基礎資料であ各コアの最上部（表層）からの深度である。
ろ「ポーリングコア」の記載を行う。またそれら

(最海方）(1)Ｃｏｒｅ４

０－４４３ｃｍ 原地性皮殼状サンゴ相

年代測定試料(1)（4460±90yrsBP）は、Go7zZOpo7asp、

０－１００ｃｍ 皮殻状サンゴと石灰藻が累重

100-140未固結礁性砂（loosebioclasticsand）

140-190皮殻状サンゴと石灰藻が累重

190-210未固結礁性砂・サンゴ礫

以下，棒状コア部分（未固結砂礫以外）は以下の通りである。

210-219（９cm）キクメイシ科の皮殼状サンゴ

222-230(８cm）石灰藻と固結礁性砂

244-252（８cm）石灰藻と固結礁性砂（キクメイシ科の皮殻状サンゴ含む）

264-283(19cm）卓状AcrOpo7a・石灰藻・固結礁性砂（３片）

283-305サンゴ礫

305-320(15cm）皮殻状サンゴ・石灰藻（２片）

325-339(14cm）皮殻状サンゴ・石灰藻（２片）

339-405サンゴ礫

405-415(10cm）キクメイシ科の皮殻状サンゴ・石灰藻・固結礁性砂（２片）

420-443(23cm）キクメイシ科の皮殻状サンゴ・石灰藻・固結礁性砂（３片）

塊状サンゴを含む未固結礁性砂・サンゴ礫（乳白色）

443-530サンゴ礫

530-538(８cm）卓状AcrOpo7a（成長線横向き－異地1性？）

年代測定試料(2)（5010±l20yrsBP）‘

538-580サンゴ礫

580-584(４cm）皮殻状HbZjOpo7a・石灰藻

805-820(15cm）塊状Porjtes（原地`性）

908-913（５cm）Ac7Opo7a・石灰藻・固結礁性砂（青灰色）

944-949(５cm）単体サンゴ（クサビライシ）砕屑物

443-1500cｍ

３
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1000-1010(10cm）FauZtes（原地性）

1050-1054(４cm）石灰藻・固結礁性砂（青灰色）

1105-1120(15cm）サンゴ円礫・石灰藻・固結礁性砂（青灰色）

1180-1184(４cm）サンゴ円礫・石灰藻・固結礁性砂（青灰色）

1270-1273(３cm）サンゴ・石灰藻・固結礁性砂（青灰色）

1273-1278(５cm）皮殻状サンゴ・石灰藻・固結礁性砂

1278-1287（９cm）Acmpoγα・石灰藻・固結礁性砂（青灰色）

1445-1465(20cm）塊状Po7Ztes（原地性）年代測定試料(3)（6690±l10yrsBP）
1495-1500(５cm）Acmpora（枝下向き－異地'性）

コア欠

未固結礁性砂（淡青灰色）

第三紀島尻層群

1500-1535cm

l535-1550cm

l550clll-

(2)Ｃｏｒｅ３

０－３０ｃｍ

３０－１２５ｃｌｎ

原地性皮殻状サンゴ相

原地性卓状ミドリイシ相

年代測定試料(4)（4920±ｌ１０ｙｒｓＢＰ）および年代測定試料(5)（5240±ｌ００ｙｒｓＢＰ）
は，ともに原地性卓状Ａｃｍｐｏ７ａｏ

未固結礁性砂・サンゴ礫（淡青灰色）

未固結礁性砂・サンゴ礫（乳白色）

未固結礁性砂・サンゴ礫（淡青灰色）

異地性卓状Acmpo7α含む（成長線が逆方向)。

年代測定試料(6)（4880±90ｙｒｓＢＰ）

未固結礁性砂・サンゴ礫（乳白色）

未固結礁性砂・サンゴ礫（淡青灰色）

625-628(３cm）異地性卓状Acmpo7a

725-727（２cm）異地I性卓状Ａｃｍｐｏ７ａ

762-768（６cm）PZaZDﾉgｺﾉｧα砕屑物

778-811(33cm）異地'性卓状Ac7Opo7a（６片）

群体下部がコアの上部に位置する。よって異地性と判断。

年代測定試料(7)(5270±l00yrsBP)は６片のうち上位より２片目。
840-857(17cm）ＣＯ"iast7easp、

未固結礁性砂（乳白色）

Po7itessp、

コア欠

異地性卓状Ac7Opo｢α

未固結礁性砂・サンゴ礫（青灰色）

1130-1134（４cm）異地性卓状Acmpo7a

1160-1163（３cm）異地性卓状AcrOpoｱα

1230-1240(10cm）卓状Ac7Opo7a

1265-1270（５cm）Lepto7iasp

l280-1295(l5cln）Lepto7jasp

l395-1400(５cm）卓状Acmpo7a

l25-215cm

215-300cm

300-400cm

400-470ｃｍ

470-1000cｍ

lOOO-1050cm

lO50-1075clll

lO75-1090cm

lO90-1100cm

llOO-1430cIIl

４
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琉球石灰岩の砕屑物（３片)。最大片５cm・

下位に完新世サンゴを含む未固結粘土・砂礫が現れること、陸側のコア下部で完新世

構成物を含まない基底砂礫層が厚く堆積していることから、陸側の基底砂礫層より再

堆積したものと考えられる。

未固結粘土・砂礫（青灰色）

1450-1453（３cm）異地性卓状AcrOpo7α

第三紀島尻層群

1430-1440cｍ

1440-1460cｍ

1460ｃｍ－

(3)Ｃｏｒｅ２

０－４０ｃｍ 未固結礁性砂礫（青灰色）

40-46（６cm）異地｜性卓状AcrOpo7a

46-50（４cIIl）GomOporasp、

未固結礁性砂（乳白色）

原地性卓状Ac7Opo7α含む未固結礁性砂礫・サンゴ礫

(125-500ｃｍ：乳白色礁性砂礫はさむ）

125-130(５cm）原地性卓状Acmpo7α年代測定試料（８）（6770±l30yrsBP）

240-244(４cm）原地性卓状Acmpo7a

255-260(５cm）原地'性卓状AcrOpora

265-269(４cm）原地性卓状Ac7Opora

285-289(４cm）原地'性卓状Acmpo7a

310-317（７cm）原地'性卓状AcrOpo7a

370-374(４cm）皮殻状サンゴ・石灰藻・膠結礁性砂

410-416(６cm）原地性卓状AcrOpo7a

480-490(10cm）原地'性卓状AcrOpo7α年代測定試料（９）（7350±l10yrsBP）

(500-780ｃｍ：淡青灰色礁性砂礫はさむ）

500-506(６cm）原地性卓状Ac7Opo7a

510-515(５cm）原地性卓状Ac7Opora

557-561（４cm）原地性卓状AcrOpo7a

600-605(５cm）原地,性卓状Acmpora

695-699(４cm）原地性卓状Acmpo7a

745-748(３cm）石灰藻・膠結礁性砂の砕屑物

(780-856ｃｍ：青灰色礁性砂礫はさむ）

824-830(６cm）原地性卓状AcrOpora

835-846(11cm）原地'性卓状Ac7Opo7a（３群体）

未固結礁性砂・サンゴ礫（青灰色）

890-900の間に厚さ2.5cmの卓状AcrOpo7aX2片

950-995の間に厚さ４cmの卓状Ａｃ７Ｏｐｏ７ａＸ２片

他にもAcrOpo7a等のサンゴ片含む。

青灰色粘土・砂礫。琉球石灰岩の礫含む。完新世サンゴ含有しない。

995-1000(5cm）琉球石灰岩礫

1000-1008(８cm）琉球石灰岩礫

1020-1023(３cm）琉球石灰岩礫

第三紀島尻層群

５０－１２５ｃｍ

125-856cｍ

856-995cｍ

995-1100cｍ

1100ｃｍ－

５
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(4)Ｃｏｒｅｌ

Ｏ－２１０ｃｍ 原地‘性卓状ＡＣＭ〕oγα含む未固結礁性砂・サンゴ礫（乳白色）

50-60(10cm）原地性卓状Acmpora

65-69（４cm）原地性卓状Ac7Opoｱα

年代測定試料Ⅲ（6880±ｌ１０ｙｒｓＢＰ）

未固結礁'性砂・サンゴ礫（淡青灰色）

115-122（７cm）異地性卓状Acmpora

原地性卓状Ac7Opo7α含む礁性砂・サンゴ礫（乳白色）

215-218(３cm）原地性卓状Acmpo7a

280-286（６cm）原地」睦卓状Ac7Opo7α

315-321.5(6.5cm）原地』性卓状Ac7Opo7a

380-385（５cm）原地性太枝状AcrOpo「α

Po7jtessp．（85cm）

最長片は520cm～（10＋20cm）

年代測定試料UＤ（7290±l30yrsBP）は635cm部分

未固結礁性砂（乳白色）

原地』性卓状Acmpo7α含む未固結礁性砂・サンゴ礫（青灰色）

720-722(２cm）原地性卓状Acmpoγα

722-726.5(４５cm）原地J性卓状Acmpo『α

750-753.5(3.5cm）原地性卓状Ac7Opo了α

820-826(6cm）原地性卓状Ａｃｍｐｏｍ

塊状Po7jtes含む礁性砂・サンゴ礫（乳白色）

893-909(16cm）Po7ZtessP

925-928（３cm）Po7jtessp、

940-944.5(4.5cm）Ｐｏｍｔｅｓｓｐ、

青灰色粘土・砂礫。琉球石灰岩の礫含む。完新世サンゴ含有

968-975（７cm）琉球石灰岩礫

996-1000(４cm）琉球石灰岩礫

1020-1031(11cm）琉球石灰岩礫（２片）

1055-1064(９cm）琉球石灰岩礫（２片）

1080-1094(14cm）琉球石灰岩礫（３片）

第三紀島尻層群

１００－２１０cｍ

210-485cｍ

485-670cｍ

670-700cln

700-893cln

893-968cｍ

968-1150cｍ 完新世サンゴ含有しない。

1150ｃｍ－

(5)Core5

0-40cm

40-340cm

茶褐色粘土・砂（陸源堆積物）

未固結礁性砂・サンゴ礫（乳白色）

185-192（７cm）PZaZygﾂｱαｓｐ.？

240-244(４cm）現地性卓状Acmpora（２片）

Po7Ztessp．（215cm）但し、割れており連続のコアではない。

最大片は最上部24Cl11,424cm～17cm，530cm～20cm･

年代測定試料02）（5920±ｌ００ｙｒｓＢＰ）

未固結礁性砂・サンゴ礫（乳白色）

未固結礁性砂・サンゴ礫（青灰色）

340-555cｍ

555-600ｃｍ

600-745cｍ



何名・菅：沖縄島南部の具志頭海岸における完新世離水サンゴ礁の掘削による

600-710(110cm）砂

710-735(25cm）PorZtes砕屑物含む。

735-745(10cm）青灰色砂礫（小礫多い。最大径２cm）

Pb7itessp.(85cm）最大片は最上部の35ｃｍ

年代測定試料(131（7650±120ｙｒｓＢＰ）

未固結礁性砂・サンゴ礫（青灰色）

青灰色粘土・砂礫。琉球石灰岩の礫含む。他に陸源の小円礫も含まれるが完新世サン

ゴ礫はみられない。

840-844（４cm）琉球石灰岩礫

895-900(５cm）琉球石灰岩礫

918-923（５cm）琉球石灰岩礫（２片）

925-930（５cm）琉球石灰岩礫

945-949（４cm）琉球石灰岩礫

995-1000(５cm）琉球石灰岩礫

1000-1030コア欠

1030-1040(10cm）琉球石灰岩礫

745-820cｍ

820-840ｃｍ

840-1040cｍ

灰褐色泥層

第三紀島尻層群

1040-1100cm

llOOcm-

む。この層相は最海方のCore4上部にあらわれ、

Core3の最上位にも僅かにみられる。

3.層相の区分と注釈

以上の記載を基に､各コアの柱状図を作成し(図

２：コア４、図３：コア３およびコア２，図４：

コア１およびコア５)、それらを一括して図５と

する。図５の各コアの位置および地形断面図は、

琉球大学教育学部(1993)の掘削報告書に基づく。

さらに、上記５本のコアを基にした層相断面図を

作成し（図６)、コアの柱状図に記載された堆積

構造を、より大局的にまとめた。図６には、各コ

ア中のサンゴ化石の年代値に基づいて、完新世サ

ンゴ礁の成長過程も図示されている。図５および

図６に示される潮位は、那覇港の潮位データを基

にして､具志頭海岸に最も近い奥武島(お－じま）

での潮位に換算した。図５および図６の潮位「０

ｍ」は、奥武島における平均海面を示す。以下、

本断面における各々の層相の特徴を記載する。

（b）原地性卓状ミドリイシ相

原地性の卓状または板状ミドリイシ（Ac7o‐

po7asp.）が密に累重しており、その間に厚く

生育した石灰藻を挟む。琉球列島の礁原海側部分

等で卓越する層相であるが、ここではＣｏｒｅ３の

上部に僅かにみられるのみである。

(2)礁性砂礫相

本断面では礁性の砂礫を主とする層相が大部分

を占める。礁性砂礫を主とする層相は以下の３相

に大別できる。なお、マトリックスである礁I性砂

の色調は、本来の乳白色の他、淡青灰色、青灰色

を呈するものがみられる。青灰色の堆積物は主と

して完新世礁構造の下部にみられ､礁形成初期に、

基底の粘土層・砂礫層を含む陸原物質の影響を受

けていたことを示唆している。

(1)原地'性サンゴ相

（a）原地I性皮殻状サンゴ相

皮殻状サンゴを主とする層相で、石灰藻および

石灰藻によって挟まれ固結した礁性砂よりなる。

コア中、未固結の礁性砂・サンゴ礫の部分を挟

（a）原地性卓状サンゴを含む礁性砂礫相

砂礫の間に原地性の卓状ミドリイシが時折みら

れる層相である。上記の原地性卓状ミドリイシ相

７



琉球大学教育学部紀要第48集

Ｃｏｒｅ４

凡例

原地性構成物

よりなる層相

ロ
ロ
刊
石
別
口
利
百
Ｍ
石
弧

回
巳
亘
唾
蜜
』
。
。

■
ｂ
■
Ｐ
■
■
■
■
■
■

未固結

棒状．

構成物中の

ア部分
色
困未固結構成物

よりなる層相

基盤粘土層

層相

団原地性享状ｻﾝｺﾞ相

囲原地性皮殻状ｻﾝｺﾞ相

回塊状ﾊﾏｻﾝｺﾞ鮴

圃原地性卓状ｻﾝｺﾞ含む未圖結礁性砂

魎馴性稟状ｻﾝｺﾞ含む未園結礁性砂驫

圏原地性塊状ｻﾝｺﾞ含む未圖縞轤性砂

圏原地性塊状ｻﾝｺﾞ含む未固結礁性砂礫

圏未固繍性砂･ｻﾝｺﾞ穰

匿国綱結礁性砂

圏未圏僑礁性砂泥

麗未固綺陵源砂泥

醐，ii;灘j:i澪雰#|;i鰯霧含霞なトリ
鰯第三紀島尻鮒

．。邦。〆。郡◎滝・○郡○冠・◎郡。埴・○宅．。津◎宅．◎津。浦。輯。宙．。坦己祠。揖○宅宅．○揖○揖○：。：。・・。：。・・○・・。：○・℃・℃：。：○・℃．ｂ：。□ご・己：。：。。．。：。：。：。・・。．ご・・。．ｂ・己・已・己。
』連℃・尭○ｐ畠亀・殆宅・完結吊亀９℃・○琶連Ｃ・亀・畠○浬揖宅尭宅・完亀亀・亀・二・○℃・危殆亀９浬殺埒○浬浬巳・己違連已・○患悪悪運浪遼巳完○℃・○・○
□
．
．
□
□
．
．
□
□
。
□
□
。
□
□
口
悦
○
出
◎
』
○
汎
○
胸
○
Ｎ
○
川
。
』
○
凡
。
Ｈ
ｇ
比
Ｄ
Ｌ
９
Ｌ
ｅ
０
ｐ
９
０
ｐ
Ｓ
０
ｐ
⑰
珀
牙
□
け
□
抄
□
酢
・
け
□
＄
□
ひ
、
ひ
□
Ｐ
・
＄
□
い
；
□
‘
□
Ｐ
□
Ｐ
□
Ｐ
・
卜
□
Ｐ
□
Ⅲ
Ｐ
；

卓状Acmpo厄

皮殻状Heljopom

原地性塊状Ｐｂがtes

AcmporzI・石灰藻・固結磁性砂（宵灰色）

単体サンゴ砕屑物

原地性ＦｎＷｔｅｓ

石灰藻・固結礎性砂（青灰色）

サンゴ円礫・石灰藻・固結砺性砂（青灰色）

サンゴ円磯・石灰藻・固結礒性砂（青灰色） 蔀
□
□
鱸
圀
□

サンゴ・石灰藻・固結硬性砂（青灰色） 乳白色

淡育灰色

青灰色

原地性塊状Ｐｂがtes

卓状ＡＣに胆oJH

茶褐色

ア欠
灰褐色

図２コア４の柱状図

８



何名・菅：沖縄島南部の具志頭海岸における完新世離水サンゴ礁の掘削による

Ｃｏｒｅ３Ｃｏｒｅ２

0 、１～0ｍ

巖

題
遍
殺
運

Ｐ
■
Ｐ
Ｃ

異地性卓状AcmpoJH

GonjQpomsp

原地性卓状AcmpDrH

ｕ
－
ｍ
二
■
。
。
』
則
□
、
‐
■
山
△
■
１
．
Ｌ
二
『
．
■
Ｌ
｜
■
、
■
』
二
■
．
■
口
．
■
、
■
■
■
『
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

已
・
○
浬
浬
患
己
電
亀
・
宅
召
患
浬
℃
捲
○
悪
運
℃
已
巳
回
想
》
・
己
や
己
浬
乙
堵
尭
○
℃
・
亀
ご
一

己
亀
己
患
患
還
已
諾
９
段
巳
・
○
浬
題
已
。
Ｃ
宅
宅
○
・
二
亀
○
℃
＄
。
。
。
。
。
。
。
。
ま
。
。
’

蕊
原地性卓状AcrQpom
原地性卓状ＡＣｙｍｃｍ

原地性卓状ＡｃｍＰｏｍ

原地性卓状AcmpoJH

原地性卓状AcmPorZl

灘

●
二●
一

｝
●

皮殻状サンゴ・石灰藻・固結礁性砂

原地性卓状AcmpoI日

蕪
原地性卓状AcmporH

５５

原地性卓状ＡｃｍＰｏｍ

異地性卓状Acmpo掴霧
霧
騨
騨
霧
》

原地性卓状Acmpo田

原地性卓状Acmpo田

異地性卓状Acmpom

PlatygwH砕同物

奥地性卓状AcmpoJz1

原地性卓状AcrQpom

原地性卓状AcmpDJH

異地性卓状Ａｃｍｐｏｍ

●
●
■
●
●
■
●
●
。
●
■
ｑ
●
■
０
●
●
□
●
●
０
●
●

醐
薫
露
蕊

Gonjast7巴ａｓｐ連
盟
連
想
ｐ
宅
宅
己

声○℃己宅己已』》』》。。Ｃ匂
Ｐ
口
Ｐ
■
Ｐ
■
Ｐ
■
Ｉ
□
り
■
卜
■

連
盟
Ｐ
・
虚
ｐ
宅
宅
・
研
餌
研
研
研
四

○○○己宅。。』。』》ロ○℃・ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ｐ
Ｐ
卜
■
■
■
■
。
■

異地性卓状ＡｃｍｍｊＨ

琉球石灰岩磯

琉球石灰岩礫

０1０

一コア欠

異地性卓状Acmpcr石

奥地性卓状ＡＣ7℃"○画

奥地性卓状ＡｃｍＰＤｒｚｌ

露
蕊
嚇
灘
嚇
蕊
瀦
議
露
柵

卓状Acmpbl圏

LapmJ】ａＳｐ

Ｉｅｍｏｒｉａｓｐ.

卓状ＡＣ｢℃、ｍ

奥地性卓状Acmpo7西

1５

図３コア３およびコア２の柱状図

図の凡例は図２の凡例と同様
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4．陸源堆積物および基盤ほど群体の出現は密でなく、未固結の部分がコア

の大部分を占める。堆積環境としては礁前縁より

も陸側の礁池的環境が推定される。本断面中央部

に位置するＣｏｒｅｌ、Ｃｏｒｅ２で、完新世下部から

上部にかけて卓越する層相である。約6500年前ま

でに形成された第１期の礁原では、この層相が礁

縁部を構成する。

(1)茶褐色未固結陸源砂泥

最も陸側のＣｏｒｅ５最上部で僅かにみられる。

Core5の位置では礁原の形成過程で礁性砂礫等

によって礁池が埋積されてきたが、その最終段階

で、陸源の堆積物によって僅かに残された礁池が

埋積されたことが判る。（b）原地性塊状サンゴを含む礁性砂礫相

砂礫の問に原地性の塊状ハマサンゴ（Porites

sP.）を主とする塊状サンゴを挟む層相。本断面

では最も陸側のＣｏｒｅ５付近と最海側のＣｏｒｅ４下

部でみられる。陸側のＣｏｒｅ５，１ではコア中で８５

cmを占める群体がみられるなど大型の群体を挟ん

でいる｡この付近に出現する本層相の堆積環境は、

構成物・基盤深度・位置から判断して礁池的環境

であったと推定される。一方、海側のCore4で

は塊状サンゴ群体の径は概して小さく、他種のサ

ンゴやサンゴの円礫・砕屑物も多くみられる。

従って、海側のCore4下部で出現する本層相は、

波浪の影響がおよび、かつ砂礫が堆積する環境で

ある礁斜面が考えられる。位置的には琉球列島の

裾礁前縁部の縁脚下部、水深5～10ｍで一般的に

みられる傾斜変換点付近、もしくは、それよりや

や海側が考えられる。

(2)琉球石灰岩礫を含む基底砂礫層

完新世のサンゴ・堆積物を含まない砂礫層で、

礫は主に琉球石灰岩である。完新世サンゴ礁の基

盤となっていたものと考えられる。断面陸側、

Core5～２にかけて厚さ１～2.5ｍ堆積してい

る。なお、Ｃｏｒｅ３最下部付近に同様な層相が厚

さ10cmほどみられるが、その下位に完新世サンゴ

砕屑物が現れるため、基底砂礫層とは区別した。

おそらく陸側の基底砂礫層が礁形成初期に侵食さ

れ再堆積したものであろう。Core2とCore3の

間の基盤地形に傾斜変換点が存在することから

も、Ｃｏｒｅ３の位置は再堆積の場として妥当と考

えられる。

(3)第三紀島尻層群

（c）異地性卓状サンゴを含む礁性砂礫相

殆どが礁性の砂礫よりなる層相であるが、サン

ゴ礫として異地性の卓状ミドリイシが多く含まれ

ている。この層相は主にCore3下部とCore2最

下部でみられる。一般に礁嶺陸側あるいは礁縁海

側で特徴的な層相で、前者の場合、礁池の層相と

礁縁部の層相の中間に現れることが多い。本断面

では、この層相の大部分が約6500年前までに形成

された第１期の礁原と同時に形成されたと推定で

き、礁縁の海側の傾斜変換点付近で堆積したもの

と判断できる。

青灰色を呈する粘土層で、Ｃｏｒｅｌ地点で層厚

が23ｍ以上であることが確認された。そこでは上

位18ｍには炭化物を大量に含むが、それ以深では

炭化物の含有量も少なくなりコアも若干硬くな

る。堆積物の特徴・層厚・周囲の地質などから判

断して、第三紀島尻層群と判断できる。完新世サ

ンゴ礁の基盤となり、また、上記基底砂礫層の基

盤ともなっている。
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何名・菅：沖縄島南部の具志頭海岸における完新世離水サンゴ礁の掘削による
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具志頭海岸における完新世離水サン

ゴ礁の掘削

琉球大学教育学部（1993）による。

写真２沖縄島南部、具志頭海岸の完新世離

水サンゴ礁

琉球大学教育学部（1993）による。

写真１

写真４具志頭海岸における完新世離水サ

ンゴ礁のコア２

琉球大学教育学部（1993）による。

具志頭海岸における完新世離水サン
ゴ礁のコア１

琉球大学教育学部（1993）による。

写真３

1５



琉球大学教育学部紀要第48集 Ⅶ鯏一溥瀦一碆三
nMN,,､』,Hiiili

童墨割&二重雲二重i鰐塾
１
－□

鑿iii1i霧鍵鍵i鍵i鍵蕊；鍵！;i議蕊蕊蕊i蕊ｉｉ蕊蕊

写真５ 具志頭海岸における完新世離水サン
ゴ礁のコア３

琉球大学教育学部（1993）による。

写真６ 具志頭海岸における完新世離水サン

ゴ礁のコア４
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写真７ 具志頭海岸における完新世離水サン
ゴ礁のコア５
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